
インフォームド・コンセントシート （腫瘍）

乳腺腫瘍（MGT）

どんな病気なの？

○犬でも猫でも発生しますが、犬では悪性が

50%程度、猫では90％程度とされています。

○犬では10-12歳で、猫では9-14歳で多く発症

します。

○犬猫ともに腫瘍の大きさが3cm以上の場合、

また表面で破裂している場合は良くないこと

が多いとされています。

○乳腺はお互いリンパ管でつながっています。

このため、悪性の乳腺腫瘍は上下の乳腺に

浸潤することがあります。進行すると、周辺リ

ンパ節を介して肺に転移することがあるため

経過観察に注意が必要です。

○早期の避妊手術で発症リスクを下げること

ができます。

参考：
・Small Animal Clinical Oncology
・J-VET 2007.3

どうやって治療するの？

○早期の外科的手術が第一に勧められます

（良性であっても放置すると悪性転化することが

あるため手術がお勧めです）。

手術は片側乳腺全部切除術（原則）、乳腺部分

切除術などがあります。

外科的切除
（手術）

化学療法 放射線療法

効果 ◎ △※１ 不明

リスク
麻酔のリスク
局所再発

傷の治癒遅延

骨髄抑制
消化器症状

皮膚障害

※1：悪性腫瘍の場合補助的に用いる場合があります。
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